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慢性羊胎仔実験モデルを用いた

硫酸マグネシウム投与下における急性低酸素が

胎児疋受容体反射に与える影響
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要旨

目的:切迫早産や子痛予防に使用される硫酸マグネシウム (magnesium

s叫phate:MgSO，)が正常酸素状態あるいは急性低酸素状態において、胎児圧受容体反

射に与える影響を調べる。

材料および方法:慢性羊胎仔実験モデル8頭を用い、 MgS04投与群、 Saline投与群

で、 phenylephrine30μgを胎子に投与し圧受容体反射を誘導した。正常酸索状態、

急性低酸素状態を作成し、また胎仔の睡眠状態をl'apideye四 .vement(REM)期、 non

l'apid eye movement(NREM)期にわけ、それぞれ圧受容体反射を観察した。圧受容体

反射はA回以胎仔心拍数(おtalhear志l'ate)の変動)とsMAP(平均動脈血圧 (mean

8l'tel'ial pl'essure:MAP)の変動)の比 (AFHRJAMAP)で評価した。

結果:MgSO，群のAFHRJAMAPは、 Saline群と均ベてREM期、 NREM甥にお

いてともに有意差は認められなかった。 Saline群の急性低酸索状態では REM

期，NREM期においてともに正常酸素状態に比しA町田IAMAPが上昇した (REM期

2.72土0.80vs. 4.37土2.49p=0.038、NREM期 3.15土0.83vs. 4.31土1.47p=O.OOO)。
一方、 MgSO，群では急性低酸素状態 (NREM期のみ)は、正常酸素状態に比べてa
FHRJsMAPは有意に低下した (3.15+0.83vs. 1.36+0.旬、 p=O.OOl)。

結論:MgSO，投与群における胎仔の急性低酸素状態では、有意に圧受容体反射が低

下した。実際の臨床に置き換えれば、母体にMgS04が投与されている症例において

胎児が低酸素状態となると、圧受容体反射が関与する一過性徐侃は過小に評価される

可能性が示唆された。
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